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国会審議映像検索システムと同形異音語の分析 
――金大中と金日成――
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3．同形異音語の分析例：金大中と金日成
4．おわりに

1．はじめに

　比較議会情報プロジェクトでは1）、文字情報に偏ってきた国会審議や立法
過程に関する従来の分析から脱し、音声や画像、映像を活用することによっ
て、これまで捨象されてきた立法情報の異次元を解明することに取り組んで
いる。
　国会の会議録が重要な立法情報であることに疑いはないが、国会で起きて
いることが全て会議録に残るわけではない。国会の記録とはなにか。憲法第
57 条は国会に会議の記録を保存し、公表・頒布することを求めている。記
録技術の限られた時代において、紙媒体に記述された文字情報は唯一の記録
であり、会議録は帝国議会の最初から 1 世紀余に連綿と残されている。国会
は比較的に発言を忠実に記録しているが、会議録は発言を 100％再現してい
るわけではない。発言中に「、」や「。」と口にするわけでもなく、「えー」

「そのー」は会議録には残っていない。ケバという無駄な言葉を取り除き、

1）　https://gclip1.grips.ac.jp/~clip/
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話し言葉を書き言葉に直す整文が行われている。つまり、会議録は公的な記
録として貴重な情報源であるが、何らかの加工を施された文字情報であり、
様々な文字にならない情報が捨象されていることに留意する必要がある。
　国会の会議録は、国会図書館の「国会会議録検索システム」から、第 1 回
国会以降の全てにインターネットでアクセスすることが可能であり、キー
ワード検索もすることができる。また、帝国議会についても会議録にイン
ターネットでアクセスすることが可能であり、戦後の会議録についてはキー
ワード検索も可能である。

https://kokkai.ndl.go.jp/#/
https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/#/

このように会議録がテキスト・データとして容易に入手できることで、会議
録は言語社会学的な分析にも活用されており、日本国中から集まった議員が
長期間にわたって言語コーパスを提供するものとして、方言だけでなく、年
齢差や性差などのバリエーション、また発話の長期的な変化が分析されてい
る2）。こうした言語学的な研究が会議録を単なる文字情報ではなく、例えば、

「朝刊」を「長官」と混同しないように「あさかん」と発言されても「朝刊」
と整文されることに留意し、そうした整文がいかに行われるのかを分析する。
これに対して、政治学的な研究は、実際の発言と会議録の相違に目を向ける
ことはなく、分析ツールの普及もあって会議録を単にテキスト・データとし
て、政治的な対立構造の抽出といったことに主眼を置く3）。
　しかし、首相の所信表明や施政方針といった演説についても、概ね原稿を
読んでおり、実際の発言と会議録には大きな差はないが、会議録は話し言葉
から書き言葉への整文を経たものであり、そうした整文の方法も長期的には
変化してきている。テレビ・インターネットのおかげで、国会審議が中継さ
れ、動画の視聴が可能となることにより、会議録は実際の発言により忠実な
ものになってきている。話し方自体、世代的な変化は著しく、国会での発言

2）　松田（2008）。
3）　Curini et al. (2020).
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もより日常言語に近づいてきている。したがって、会議録のテキスト分析で
政治的な対立構造に長期的な変化が見出されたとしても、情報通信技術や言
語社会環境の変化にも留意すべきである。
　さらに、注意すべきことは、文字情報として発言に忠実であろうとするも
のの、会議録が会議で起きたことを全て記録するものではないということで
ある。無論、全てを記録し、把握することは不可能であろう。近未来におい
て通信容量が許すようであれば、国会審議の全てを保存し、疑似体験をする
ことも可能になるかもしれない。しかし、国会で行われていることの全てを
追体験しないと国会審議が把握できないとなると、情報としての包括性は高
まるが、効率的な情報収集とは言い難い。何らかの情報の集約やダイジェス
トは必要であるが、文字情報としての会議録にだけ依存するのではなく、音
声や映像を活用して国会審議を分析し、多元的な議会空間を解明することが
課題である。
　国会審議の音声や映像を活用しようとする「国会審議映像検索システム」
では、発言の音声認識によるテキスト・データと国会図書館の「国会会議録
検索システム」で公開される会議録を同期させることで審議映像の時間情報
と文字情報を同刻させており、その利点を生かせば、同形異音語がどのよう
に発音されたのかを効率的に確認することができる。本稿では、「国会審議
映像検索システム」を概観したうえで、国会議員が金大中と金日成を現地読
みするか、日本語読みするかの分析を紹介する。

2．国会審議映像検索システム

　国会では、1990 年代の終わりから衆参両院事務局が審議映像をインター
ネットで配信し、ライブストリーミングでの視聴やライブラリに保存された
審議映像がいつでもどこでも視聴できるようになっている4）。

https://www.shugiintv.go.jp/index.php
https://www.webtv.sangiin.go.jp/webtv/index.php

　比較議会情報プロジェクトは、こうした時空間的制約のさらなる解消を目
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指す試みとして、国会図書館の提供する会議録と衆参両院の事務局が配信す
る審議映像をリンクさせ、発言のキーワード検索から審議映像をピンポイン
トで再生することを目指してきている。具体的には、音声認識によって映像
情報と文字情報を同刻することにより、審議映像を発言単位でキーワード検
索し、審議映像を配信元である衆参両院事務局のサーバー上で再生しつつ、
字幕をタイムラグなしに付すことを可能にしている。こうした試みにより、
審議映像の利用方法が革新的に改善され、国会審議に関する文字情報と映像
情報を体系的に検証することが期待され、審議映像が視覚や聴覚に支障のあ
る場合でも活用されるようになるとともに、音声認識による映像検索を地方
議会や審議会などの会議全般、ニュースの映像配信にも応用することが可能
となる。
　国会審議について議員の発言内容に対応する審議映像を検索し、該当する
審議映像の部分的視聴を可能にする「国会審議映像検索システム」は、2012
年 11 月 26 日から一般公開され、2014 年 4 月 18 日からは自動翻訳機能を活
用した英文入力サイトも運用されている5）。

https://gclip1.grips.ac.jp/video/
　国会審議映像検索システムは、国会図書館の提供する国会会議録検索シス

4）　衆議院は 2010 年以降の映像を公開しているが、参議院の運用では公開を 1 年に
限っており、参議院事務局サーバーでの審議映像の公開終了後には映像は再生できな
い。

5）　国会審議映像検索システムについては、これまでも国内外の学会や専門誌で紹介し
て い る。Masuyama (2012, 2016, 2018a, 2018b)、Masuyama and Kawahara (2019)、
Masuyama and Takeda (2014)、増山（2016, 2017a, 2017b, 2018, 2020, 2021, 2022）、増
山・竹田（2012, 2015）、鈴木他（2014）。また、列国議会同盟（Inter-Parliamentary 
Union）の Innovation Tracker Issue 4 （12 Feb. 2020）においても人口知能を活用し
た審議動画検索として紹介され、その他にも科研費ニュースや Intersteno（情報処
理・情報伝達の世界連盟）においても紹介されている。

　https://www.ipu.org/innovation-tracker/story/artificial-intelligence-innovation-in-
parliaments

　https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/22_letter/data/news_2017_vol4/p05.pdf
　https://www.intersteno.org/2016/04/e-news-73-april-2016-was-published/
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テムで発言内容を検索できるように、会議録の文字情報から、発言に対応す
る映像にピンポイントで到達することを目指している。これにより、例えば、
ニュースや新聞記事で「○○議員が△△と国会審議で発言」という情報に接
した際、「○○　△△」でキーワード検索し、その瞬間の審議映像をピンポ
イントで再生できるようにし、会議録からは分からない発言者の表情や臨場
感、会議の流れなどが把握できるようになる。また、審議映像に字幕を付す
ことにより、聴覚や視覚に支障がある場合でも審議映像を利用することが可
能になり、発言の瞬間を URL として表現することにより、SNS を通じて審
議映像をインターネットで共有することも容易になる6）。
　具体的には、審議映像の発言内容を検索するため、検索インデックスとし
て、動画中の発言のテキスト・データと、そのテキスト・データと動画中の
映像シーンの同期情報が必要となる（図 1）。国会審議の場合、従来は速記
により、衆議院では現在は音声認識により、会議録が作成されており、国会
審議映像検索システムでは、会議録のテキスト・データと動画の音声データ
の同期データを作成することにより、審議映像中の発言内容を検索すること
が可能になっている。
　審議映像と会議録テキストの同期データの作成には、京都大学の開発した

「字幕自動生成システム」を利用している7）。字幕自動生成システムでは、
音声ストリーム・データとテキスト・データを付与すると、それらの同期情
報が生成され、数時間にわたる審議映像とテキスト・データの同期情報の作
成が可能となり、審議映像の検索インデックスを作成することができる。
　図 2に示すように、国会審議映像検索システムは、インターフェースと
データベースの二つから構成される。データベースには、会議録のテキス
ト・データと会議録中の発言と審議映像の同期データが含まれる。会議録の
テキスト・データから全文検索用のインデックスが生成され、それらが利用

6）　参議院の審議映像は、発言内容で検索可能であり、映像の部分再生も可能であるが、
字幕が付されず、映像の再生と同時に対応する会議録の確認はできない。

7）　河原（2012）、秋田・河原（2013）。
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者の入力したキーワードに対応する発言を検索する際に利用される。検索イ
ンデックスには、会議名や発言者名もメタデータとして付与されており、こ
れらの組み合わせによる検索を可能にする。会議録のテキスト・データは、
審議映像の再生中の字幕表示や会議録の表示にも利用される。
　国会審議における発言と映像の同期データは、検索結果に対応するシーン
の視聴ページに遷移する際に利用される。このデータを生成・保持すること
により、発言に対応する映像の冒頭からピンポイントで視聴することが可能
となる。また、この同期データは、審議映像の再生中に表示する字幕の切替
えや、会議録の該当発言を表示する切り替えにも利用されている。なお国会
審議の動画自体は、データベースでは保持せず、配信元である衆参両院事務
局のウェブサイトで再生している。つまり、国会審議映像検索システムは、
そうした審議映像データのプロキシとして機能している。
　また、図 3は審議映像と会議録の同期データ作成の流れを示している。

図 1　審議動画と国会会議録の同期情報
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同期データを作成するには、会議録のテキスト・データと審議映像の音声
データが必要となる。まず国会図書館の国会会議録検索システムから、会議
録のテキスト・データを取得する。国会審議映像検索システムでは、会議録
取得の一連の作業をシステム上で行う機能を開発し、取得したデータは字幕
生成の処理ができる書式に変更される。
　審議映像については、衆参両院事務局のウェブサイトから会議録に対応す
る審議映像のストリーミング・データを取得し、音声データを抽出して音声
ファイルとして保存する。国会審議映像検索システムでは、動画の URL を
特定すると、動画のストリーミング・データを取得し、音声ファイルとして
保存する処理が自動的に行われる。このように会議録と音声ファイルを抽出
し、字幕自動生成システムを用いて同期データの作成を行い、会議録のテキ
スト・データおよびストリーミング・データの URL と合わせて、発言と映
像の同期データが国会審議映像検索システムに登録される。
　国会審議映像検索システムのトップページはリニューアルを重ね、現在で
は上部の検索キーワード入力欄に検索条件を入力するだけでなく、検索オプ
ションから発言、会議、議員、議案、フリップのいずれかを選択し、検索条
件を入力することで国会審議映像を検索することもできる（図 4）。例えば、
検索オプションを選択しない場合、「気候変動　安全保障」と入力すると、

図 2　国会審議映像検索システムの構成 図 3　発言と映像の同期データ作成の流れ
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会議録が単純に検索されるが、検索オプションで「議員」を選んだ場合、議
員情報と併せて検索結果が議員毎に表示される。
　図 5は検索条件に「気候変動　安全保障」と入力した単純な検索結果を
示している。入力したキーワードを含む発言の一覧が右側の検索結果エリア
に最近のものから表示され、個々の検索結果には、タイトル部分に、会議名、
開会日が表示され、発言者名に続いて、検索キーワードが含まれる発言部分
の会議録が表示される。タイトル部分は審議映像視聴ページへのリンクと
なっており、ここをクリックすることで映像を視聴することができる。また、
左側のフィルタエリアには、最初に入力した検索条件に加えて、開会日8）、
衆参のいずれか、年齢層、性別、選挙区、会派、発言の出現回数の多い発言
者 5 名および 10 会議、回次による絞り込みメニューが表示される。
　検索結果のいずれかをクリックすると、国会審議映像の視聴ページに遷移
する（図 6）。この視聴ページに遷移すると、選択した発言の部分再生が始
まる。左側上部の動画再生エリアには審議映像が再生され、その下の字幕エ
リアに発言者の氏名と発言内容の字幕、再生操作のコントロールが表示され
る。右側の発言リストには、再生している会議の会議録全体が発言毎に表示
され、部分再生しているシーンに該当する発言の箇所が反転表示される。検
索した審議映像の部分再生が終了すると、自動的に続く発言の審議映像を再
生し、映像の再生の進行に合わせて、会議録の反転表示している箇所も変化
する（1 分間再生し、1 分を超えた場合は 3 発言までで停止する初期設定になって

いるが、右上部にある「設定」で変更できる）。また、右側の発言リストのいず
れかをダブルクリックすると、自動的に部分再生する審議映像を切り替える
ことができ、検索結果の発言は黄色くハイライトされて残る。さらに、検索
結果以外の発言における検索語も黄色くハイライトし、関連発言を目視でき
るとともに、発言リスト上部に検索入力欄があり、当該会議録を別のキー
ワードでも検索できる。
　動画再生エリアの下部に部分再生している発言のシーンに対応する審議映

8）　検索期間の初期設定は過去 1 年間としている。
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図 4　国会審議映像検索システムのトップページ

図 5　検索結果の一例（2020 年 11 月 25 日）
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像の URL を表示しており、その URL をツイートできるようにしてある。
再生している動画部分をツイートしたい場合、再生中にツイートするための
ボタンをクリックすると、発言と URL をツイートすることができ、注目す
る発言のシーンをインターネットで共有することができる。URL を時分秒
で表示することにより、審議映像の開始だけでなく、終了も設定できるよう
になっている。比較議会情報プロジェクトでは、国会関連のニュースと併せ
て、会議録を読むだけでは把握し難く、審議映像を確認することによって、
その実態がより詳しく理解されると思われる審議映像 URL をツイートし9）、
国会審議映像検索システムのトップページでも確認できるようにしている

（図 4 右下）。再生エリア上部の会議名にリンクを追加し、国会図書館の国会
会議録検索システムにおける当該会議の会議録が確認できるとともに、視聴
ページ下部には、発言者のプロフィールを表示し、会議で審議されている議
案と参加している議員名のリストが表示される（図 6 には表示されていない）。
　国会審議映像検索システムは、国会議員の発言内容をピンポイントで再現
しようとするものであり、様々な活用法を考えることができる。図 6 のよう
に、小泉環境大臣（当時）の発言を部分的に再生することによって、会議録
の文字情報としてだけではなく、実際の会議における肉声として、顔の表情

図 6　審議映像の視聴ページ

9）　https://twitter.com/ClipA402
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や声の調子、会場の雰囲気や会議の流れを併せて理解することができる。
　国会審議には会議録に含まれない様々な情報がある。例えば、委員会審議
で頻繁に用いられる参考資料は、質疑に立っている議員が特に求めない限り、
会議録には含められず、国会事務局や国会図書館で保管されているだけで、
存在さえ国会関係者でなければ知る由もない。しかし、そうした参考資料は、
国会審議の要点を示す視覚的情報であることが多く、カメラの寄った審議映
像が残っていれば、内容を確認することもできる。例えば、衆議院の会議録
には、（パネルを示す）というト書きがあり、キーワード検索によって委員会
審議で用いられたパネルを審議映像から判別することができる10）。
　国会審議映像検索システムでは、キーワード検索とパターン認識を組み合
わせることによって、こうしたパネルを自動的に抽出する機能を開発してお
り、トップページの検索オプションにフリップ一覧を追加している（図 4）。
これをクリックすると、抽出された画像のサムネイルと会議の一覧が検索結
果として示され、いずれかの会議リンクをクリックすると、当該会議におい
て抽出されたパネルが一覧表示され、サムネイル画像とともにパネルの文字
認識結果が示される（図 7・8）。文字認識結果はデータベース化され、それ
らはキーワード検索にも利用される。
　また、視聴ページにおける会議録の分析機能も開発してきており、視聴
ページ右の上段のタグをクリックすると、当該会議で自動抽出されたパネル
の一覧を確認でき、パネルの画像をクリックすると、審議映像がパネルを写
している瞬間に切り替わる（図 9）。また、一つ下のタグをクリックすると、
10 分間隔で抽出したキーワード一覧を示し、審議の流れもキーワードで確
認できる（図 10）。
　さらに、一つ下のタグをクリックすると、会議録を 1 割に集約した自動要
約が示され、一つ下のタグをクリックすると、ワードクラウドによる会議録

10）　https://gclip1.grips.ac.jp/~clip/panel/
　参議院の審議映像はパネルにカメラを寄せることがないため、パネルは特定できるも

のの、抽出したパネルの判別が難しい。
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図 7　フリップ検索結果

図 8　フリップ文字認識

図 9　パネルと審議映像



(39)452

法学研究 96 巻 2 号（2023：2）

のテキスト分析が表示される（図 11・12）。最下段のタグをクリックすると、
議長や委員長の定型的な発言を自動的に検索した結果が表示され、それらを
クリックすると、審議映像が切り替わり、議事進行に応じて審議の状態を確
認することができる（図 13）。
　国会審議映像検索システムでは、審議映像に付す字幕を国会図書館の国会
会議録検索システムから取得した会議録のテキスト・データに拠っている。
会議録に基づいて審議映像が検索できるようになり、字幕を付した形での審
議映像の再生が可能となるには、会議録が公開されるまでの時間が必要とな
る（会議名の前にカメラマークがあり、国会図書館の国会会議録検索システムで

該当する会議録へのリンクが付されている）。現在の運用では、審議映像が衆参

図 10　キーワードによる審議経過

図 11　自動要約
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両院事務局のサーバー上のライブラリにおいて視聴可能となると、まず会議
録情報のないまま審議映像の視聴が自動的に可能となり、トップページの新
着動画に追加される。一両日中に音声認識版の会議録が自動的に作成され、
それによって審議映像が検索可能となり、顔識別による発言者の特定も行い

（会議名にカミナリマークのあるもの）、上記のようなツイートやニュース配信
で引用できるよう速報性の向上に努めている11）。

図 12　ワードクラウド

図 13　議事進行

11）　音声認識・顔認識版による審議映像検索までは、視聴ページの動画再生エリア上
部に示す会議名に音声認識・顔識別版によることを明記し、字幕付与機能は停止させ
ている。これら一連の処理を全て自動的に実施する機能開発は 2017 年度に完成し、
2018 年から実装している。また、顔識別は 2020 年から実装を開始しているが、新型
コロナの感染拡大防止のため議員がマスクを着用するようになっており、本来の顔識
別の精度が実現できない状況にある。
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　また、トップページの「注目のキーワード」欄には、新たに集中的に発言
され、検索される単語の上位 15 位が表示されている。こうしたキーワード
は、検索可能な審議映像に対応する会議録から、会議録に頻出する単語とし
て、最新のものであるほどウェイトがかけられ、また特定の会議のなかで頻
度の高いものによりウェイトがかけられるように抽出されるとともに、検索
頻度の高さも加味されている12）。また、利用者側の注目度を反映する仕組
みとして、実際に検索入力されるものほど大きく表示している。これらの
キーワードのいずれかをクリックすることで、そのキーワードを入力して検
索することとなり、続けて検索条件を追加指定することも可能である。さら
に、トップページのトレンド会議関連は SNS でトレンドになっているキー
ワードで会議録を自動的に検索し、社会的に関心のある話題と国会審議の関
連性を可視化しようとしている（図 4 左下）13）。

3．同形異音語の分析例：金大中と金日成

　この節では、文字、音声、映像が複合的、組織的に集積されるという観点
から議会を捉え直し、書き言葉として加工される会議録では捨象され、文字
にならない立法情報の分析を試みる。「国会審議映像検索システム」では、
発言の音声認識によるテキスト・データと国会図書館の「国会会議録検索シ
ステム」で公開される会議録を同期させている。審議映像の時間情報と文字
情報を同刻させる「国会審議映像検索システム」を活用すれば、複数の読み
がある同形異音語がどのように発音されたのかを効率的に確認することが可

12）　具体的には、s（word）＝
f（word）

max（ f（word））
＋（1－w）

q（word）
max（q（word））

による。f（word） 

は単語の会議録における頻度であり、時間的に最新であるほど、また特定の会議中に
おける頻度の高さでウェイトをかけている。q（word）は単語の検索頻度である。w は
これら両頻度のウェイトであり、現時点では 0.5 を想定している。

13）　具体的には、毎時 Twitter の日本のトレンドを自動的に取得・保存し、直近 7 日
間のキーワードで直近 100 日間の会議録を検索している。
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能である。
　言語学においては、例えば、外国の地名を英語でどう発音するのかという
ことについて、アメリカの議員が Iraq の a を /æ/ か /ɑː/ と発音するかで政
治的姿勢を識別することが試みられている14）。日本では、例えば、韓国の
人名を現地読みする場合と日本語読みする場合がある。この節では、そうし
た現地読みか日本語読みかと、発言者の党派性に関連があるのかを検証して
みる。
　具体的には、同形異音語の分析例として、国会議員が金大中と金日成を現
地読みするか、日本語読みするかを分析する。「国会審議映像検索システム」
では、衆議院に関しては 2010 年 1 月 18 日に始まる第 174 回国会以降、参議
院に関しては 2012 年 12 月 26 日に始まる第 182 回国会以降の審議映像が検
索可能である。日本では、1990 年代以降、韓国の人名について現地読みす
ることが一般的になってきている。例えば、韓国の大統領名をキーワードと
して審議映像を検索した場合、最近の大統領名は現地読みであり、古くは李
承晩だと日本語読みで李承晩ラインとして言及されることが多かった。一方、
北朝鮮については、金正恩を日本語読みすることはなく、金正日も日本語読
みする場合は少なかった。こうした予備的調査から、ある程度の審議映像が
検索され、両方の読みが混在する金大中と金日成を分析対象とした。
　前節で概説したように、国会審議映像検索システムによるキーワード検索
から、審議映像視聴ページの URL をクリックし、現地読みか日本語読みか
を確認したところ、金大中 42 件のうち 3 件、金日成 48 件のうち 18 件で日
本語読みをしていることがわかった15）。金大中か金日成かの個人の問題な

14）　Hall-Lew et al. (2010).
15）　審議映像の検索結果は増山（2022）付録にまとめる通りである。参考人、公述人

の発言は除いた。脚注 4 でも述べているように、参議院の 1 年以上前の審議映像は配
信されなくなるため、音声認識の際に抽出した音声などによって確認している。会議
録では金大中と記載され、現地読みと日本語読みがされている場合があり（2017 年 4
月 19 日第 193 回国会衆議院外務委員会笠井亮）、ここではそれぞれ 1 件としている。

　https://gclip1.grips.ac.jp/video/video/6205?t=2h38m33s
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のか、韓国か北朝鮮かという国の問題なのかは判別できないが、金日成のほ
うが日本語読みされるということはχ二乗検定からも確認される（11.540 

[0.001]）。また、衆議院か参議院かで比べると、衆議院 63 件中 18 件が日本語
読みであり、参議院 27 件中 3 件が日本語読みであり（3.221 [0.073]）、答弁か
質問かで比べると、答弁 20 件中 2 件が日本語読み、質問 70 件中 19 件が日
本語読みであった（2.556 [0.110]）。
　発言者の所属政党が自民党議員か否かで比べると、自民党議員 42 件中 9
件が日本語読みであり、非自民党議員 48 件中 12 件で日本語読みであり

（0.160 [0.689]）、民主党系か共産党の左派議員か否かで比べると、左派議員 35
件中 5 件が日本語読みであり、非左派議員 55 件中 16 件が日本語読みであっ
た（2.621 [0.105]）。こうした集計的分析では発言者の党派性と現地読みか日
本語読みの関係は明瞭ではないが、拉致問題に関わる発言が多く検索されて
おり、拉致議連の議員では松原仁（民主党・答弁）、渡辺周（民主党・質問）、
古屋圭司（自民党・質問）の発言が含まれるが、こうした党派横断的な拉致
議連の議員か否かで比べると、拉致議連の議員 11 件中 6 件が日本語読みで
あり、拉致議連の議員でない 79 件中 15 件が日本語読みであることから

（6.825 [0.009]）、現地読みか日本語読みかは党派性と単純な関係になく、拉致
問題などの外交問題に関する議員個々の姿勢と複合的に関連していることが
推測される。

4．おわりに

　本稿では、文字情報に偏ってきた国会審議や立法過程に対する従来の分析
から脱し、音声や画像、映像を活用する試みとして、国会審議について議員
の発言内容に対応する審議映像を検索し、該当する審議映像の部分的視聴を
可能にする「国会審議映像検索システム」を概説した。「国会審議映像検索
システム」は、審議映像の時間情報と会議録の文字情報を同刻させており、
複数の読みがある同形異音語が実際にどのように発音されたのかを効率的に
確認することができる。本稿では、同形異音語の分析例として、韓国の人名、
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具体的には、金大中と金日成を国会議員が現地読みするか日本語読みするか
を確認し、その議員の党派性や拉致問題への取り組みとの関連を分析した。
　国会審議映像検索システムは、国会会議録の文字情報から、発言に対応す
る映像にピンポイントで到達することを目指すものであり、その瞬間の審議
映像の部分再生から、会議録では分からない発言者の表情や臨場感、会議の
流れなどを把握できるようにする。また、審議映像に字幕を付すことにより、
視聴覚に支障がある場合でも国会審議映像を利用することが可能になり、発
言の瞬間を URL として表現することにより、SNS を通じて審議映像をイン
ターネットで共有することも容易になる。さらに、国会審議には会議録に含
まれない様々な情報があり、例えば、委員会審議で用いられる参考資料につ
いても、国会審議映像検索システムを活用すれば、部分再生した画像から瞬
時に確認することができる。
　こうした国会審議映像に関する映像情報と文字情報の音声認識による同刻
といった技術は、地方議会や審議会などの会議全般、またニュース報道など
への対象の拡大という意味においても16）、あるいは会議録といった「正解」
のない映像の検索・視聴という同刻方法や検索・視聴する利用方法という意
味においても多様な応用可能性を検討することができる。また、発言の瞬間
を URL として表現し、映像の部分再生を容易にする国会審議映像検索シス
テムの利点を生かし、SNS を通じて映像を部分的に共有することも容易で
あり（増山 2017b）、文字情報と映像情報とで国会審議に対する理解が異なる
のかという実験的分析も容易になる（増山 2017a、2018、Masuyama 2018b）。
　国会の会議録が重要な立法情報であることに疑いはないが、国会で起きて
いることが全て会議録に残るわけではない。会議録は公的な記録として貴重
な情報源であるが、何らかの加工を施された文字情報であり、様々な文字に
ならない情報が捨象されていることに留意する必要がある。例えば、日常的

16）　増山（2016）。また「地方議会審議映像検索システム」も試行的に運用してきてい
る。

　https://gclip1.grips.ac.jp/local-assembly/
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な会話ではアイコンタクトやうなずきによって共感や同意が確認される。実
際のコミュニケーションでは声だけでなく、視線や仕草、声音によって伝わ
る内容が大きく異なるのであれば、文字か映像かで国会審議の理解が左右さ
れても驚くことではない。しかし、議会において文字、音声、映像が集積さ
れながら、それらが複合的、組織的に活用されているとは言い難く、議会研
究における会議録偏重は根強い。
　比較議会情報プロジェクトの最終的な目標の一つは審議過程のハイライト
化にある。国会審議映像検索システムのパネル抽出やキーワード抽出、自動
要約、テキスト分析、議事進行分析を改良するとともに、感情分析、音圧分
析、話速分析、フィラー分析などを統合する機能を開発し17）、画像の類似
度を機会学習によって識別し、審議の盛り上がりや白熱しているかといった
ことから、議論の展開や成り行きを左右する場面を絞り込むことにより、審
議のハイライトを自動的に選別・可視化し、会議録を読むのでもなく、審議
映像を頭から視聴せずとも、議会で繰り広げられていることを効率的に理解
し、時空間的に再現することを目指している。これは、野球に喩えれば、従
来の会議録偏重によるテキスト分析がスコアブックで試合を理解しようとす
るのであれば、得点シーンや試合の結果を左右するプレーをニュースのハイ
ライトを見るように試合の流れとして理解する試みと言える。比較議会情報
プロジェクトは議会を文字、音声、映像が複合的、組織的に集積されるもの
と捉え直し、国会審議をニュースのハイライトのようにダイジェスト化・可
視化し、会議録から削ぎ落とされる国会の時空間の解明を目指している。本
稿においては、国会審議映像検索システムを同形異音語の分析に活用する例
として、金大中と金日成が現地読みされるか日本語読みされるかの分析を紹
介し、同形異音語の読みという会議録から捨象されてきた立法の異次元を解
明する可能性を提示した18）。

17）　増山（2020）。
18）　審議映像検索はすでに言語研究において活用されており、例えば、松田（2016）

に拠れば、「場合」を「ばあい」「ばわい」「ばやい」と読むかを判別する研究に貢献
している。
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付記
　本稿は「政策情報のユニバーサル化・国際化に関する実証と実践」（2015 年度～
2019 年度・課題番号 15H05727）、「コミュニケーション空間分析としての国会研
究」（2020 年度～ 2022 年度・課題番号 20H00062）による部分的成果である。
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